
「ありがとうのはがき」を子どもたちに配布する、チーム3ミニッツが始動します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ホームページを見て、
チーム3ミニッツに参加しよう

　チーム３ミニッツに参加したいけど、参加の仕方が分からない。「ありがとうのはが

き」が欲しいけど、どうしたら手にはいるの？

　そんな質問にお答えするのが、チーム3ミニッツのホームページです。ホームペー

ジには、チーム3ミニッツのメンバー（サンクス・クリエイター）になる方法や、「ありがと

うのはがき」の購入方法や参加の仕方などが、詳しく書かれています。また、毎月発行

される「ありがとうのはがき」の作者の「ありがとう物語」をお読みいただくこともで

きます。チーム3ミニッツのホームページは、パソコンと携帯電話の両方で見ることが

できます。パソコンのホームページ http://t3m.jp/ 携帯 http://t3m.jp/i/

携帯ＱＲ  「ありがとうのはがき」は、皆さ

んから応募された作品の中から、

選考委員により毎月4種類以上が

選ばれ８０００枚印刷され、全国の

子どもたちに配布されます。

　しかし、皆さんの感謝の心がい

っぱいの「ありがとうのはがき」を

粗末にすることをチーム3ミニッ

ツはいたしません。

とで、あたたかな社会の形成のお手伝いをしていきたいと考えています。また、チーム

3ミニッツからスタッフを派遣し、「ありがとうのはがき」の授業をすることにより、学校

の活動などに役立てていただくことも可能です。

　授業の中で、「ありがとうのはがき」を書くだけでなく、「ありがとうのはがき」を制

作し、チーム3ミニッツに応募してもらうことも嬉しいことです。

　応募された作品は、チーム3ミニッツ・ブログに掲載され、その中から月に最低4種類

以上の「ありがとうのはがき」が８０００枚制作され、全国の子供たちに配布されます。

　貴校の授業の一環として、チーム3ミニッツの「ありがとうのはがき」を活用してい

ただければ幸いです。 

企業の皆様へ

 企業協賛メンバー会費は、１年間

50000円です。ご協賛企業には、ご

希望するオリジナルの「ありがとうの

はがき」を2000枚制作し、ご希望数

量（1000枚以内）をお渡しします。残

りのはがきは全国に配布され、チー

ム3ミニッツの活動に使われます。

　また、協賛企業には、毎月発行さ

チーム3ミニッツ　ありがとう新聞　 1日3分間「ありがとう」を考える　たくさんの才能を　みんなが持っている
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「ありがとうのはがき」に応募しよう

「ありがとうのはがき」はチーム３ミニッツのブログに掲載され、多くの人たちにあな

たのメッセージを伝えていきます。あなたの「ありがとうのはがき」（イラストや写真）

をチーム３ミニッツにお送りください。私たちは、皆さんからの「ありがとう」をいっぱ

い集めて、大きな感謝の貯金箱をつくっていきます。

　小・中・高校生を対象にした、「ありがとうのはがき」を書こうという運動が、2008年1月からスタートします。この運動は、チーム3ミニッツ

（本部・大阪市北区　代表・太田空真）が始めるもので、毎月子どもたちに８０００枚の「ありがとうのはがき」を配布していきます。この運動は、

子どもたちが感謝する人に「ありがとうのはがき」を書いてもらい、「ありがとう」の心をストレートに表す習慣を持って欲しいという願いから

始まりました。

 「ありがとう」の心は、誰にもあります。しかし社会には、それを伝えようとしてもそのきっかけが難しい、という風潮を見ることが時々ありま

す。そこで、チーム3ミニッツは、「ありがとうのはがき」を制作し配布しようと考えました。

 「ありがとうのはがき」は、子どもたちから応募された作品により構成されます。応募された作品は、チーム３ミニッツのブログに掲載され、そ

の中から選考委員により、毎月４種類以上の作品が選ばれ、「ありがとうのはがき」として印刷されます。

　毎月の「ありがとうのはがき」は、チーム3ミニッツのパートナーの協賛金で製作されます。このシステムが稼働することで、子供会や小学

校に永続的にはがきを配布することが可能となり、多くの子どもたちがこの運動に参加できるとチーム３ミニッツは考えています。現在パー

トナーは１５団体ですが、１年後には１００団体ほどにする予定です。

　また、チーム３ミニッツでは、「ありがとうのはがき」を媒体として、地域の学校や子供会などを対象に「ありがとうスクール」の講師派遣を

を行います。この講師は、「ありがとうをつくる（伝える）人」の意味から「サンクス・クリエイター」と名づけられました。

　この春には、NPO百姓塾の協力を得て、京都府福知山に「チーム3ミニッツ・スクール食農教室」を開講し、子どもたちに食物の栽培を通して「ありがとう」の心を育ててもらおうとす

る試みがスタートします。この食農教室では、子どもたちが毎月最低一回農場に通い、種つけから収穫までを行います。そこで、子どもたちに「いただきます」や「ごちそうさま」など

の「ありがとうの意味」を体験しながら学んでもらう予定です。食農教室の日程は2月初頭に発表されます。

教育関係の皆様へ
　チーム3ミニッツは、毎月4種類

合計8000枚の「ありがとうのは

がき」を全国に配布しています。

この「ありがとうのはがき」を貴

校に寄贈し、授業の一環としてご

利用していただきたいとチーム3

ミニッツは考えています。その中

で、子供たちが、感謝をする人に

「ありがとうのはがき」を出すこ

れる「ありがとうのはがき」を１年間お送りします。

　チーム3ミニッツは、貴社と理想的な形でご参加いただく知恵を、多くの方々と共に

出しあっていきたいと考えています。チーム3ミニッツに参加をご検討中のご担当者

様からご連絡をいただきましたら、両社にメリットある企画を進行していく予定です。

詳しくは、チーム３ミニッツ事務局までお問い合わせください。

 「ありがとうのはがき」。上から、「戦争から解放されて」ウガンダ国チャールズ（17才）さん。2番目 「ネコとカラス」志村雅人（17才）さん。3番目 「パパ下で寝るね」中村未空さん（7才）。

 4番目 「楽しかったヤゴ採り」久米遼大（8才）さん。この「ありがとうのはがき」の物語は、チーム３ミニッツ・ブログ<http://blog.canpan.info/t3mg/>でご覧になれます。

 チーム3ミニッツには、こんな素敵な「ありがとうのはがき」がたくさん集まっています。


